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	令和8年度
	にっぽ保育セミナー
	8/25（火）13時00分～16時10分　事故事例とヒヤリ・ハットから学ぶ保育現場の安全対策 （猪熊 弘子先生　駒沢女子短期大学　教授）
	●保育活動中の事故事例とヒヤリ・ハット事例　●事例を基に考える事故予防のポイントー保育者ひとり一人の意識と園内連携ー ●事故後の振り返りと再発防止のための検討

	9/7（月）13時00分～16時10分　子どもの“食べる”を支える保育―食事援助を園全体で考える― （池谷 真梨子先生　和洋女子大学　准教授）
	●こどもの「食べる」をどのように捉えるか　●食事場面における”心地よさ”とは何か　●現場での食事の困りごとと支援

	10/9（金）13時00分～16時10分　個が際立ち、集団が活きるための保育者の子ども理解と関わり （青山　誠先生　社会福祉法人東香会　保育統括理事／上町しぜんの国保育園　副園長）
	●個の育ちが、集団を耕すということ〜それぞれがその人であることがそのまま集団形成へとつながる、そのための保育者のかかわり ●子ども理解のおもしろさと、むずかしさ〜わかろうとすることと、わからなくなろうとすること　〜職員集団での対話を通した子ども理解 ●遊びと即興〜計画の大事さと、計画を越えていくこと

	10/22（木）13時00分～16時10分　事例をもとに学ぶ保護者対応と相談援助の実践 （二宮 祐子先生　文教大学　准教授）
	●ケーススタディ 保護者対応の実際（虐待疑いのある家庭、貧困家庭等）　●相談援助の在り方　●連携の取り方

	12/2（水）13時00分～16時10分　「気になる子」を支える視点と実践事例から見る支援の具体 （藤原 里美先生　一般社団法人チャイルドフッド・ラボ　代表）
	●「気になる子」の理解　●子どもの「できること」を支援する視点　●実践事例をもとに自園での支援の具体について考える

	12/11（金）13時00分～16時10分　乳児期の育ちを保護者と共に育む保育者のかかわり （井桁 容子先生　保育SoWラボ　代表理事）
	●乳児期における安心の重要性　●安心と挑戦のプロセス　●子ども・保護者と築く信頼関係　 ●未来へつながる乳児期の育ちの土台

	2027/1/25（月）13時00分～16時10分　現場を支えるミドルリーダーに求められる力 ～期待される役割と成長し合う職場づくり～ （松原 美里先生　合同会社ウメハナチャイルドケアコミュニケーションズ 代表  保育コミュニケーション協会 代表 ／ 保育者研修 講師）
	●園におけるミドルリーダーに期待されている役割　●ミドルリーダーの視点で考える課題と実践　●チームワークを高めるコミュニケーション　●職員の学びと成長につながる園内研修の進め方


	◆受講費
	◆申込期間
	◆修了要件
	◆対象者
	◆配信形式
	◆確認事項
	◆個人情報の取り扱い
	日本保育協会 会員施設にご所属の方：5,000円（税込）/１人 日本保育協会 非会員施設にご所属の方：8,000円（税込）/１人
	●会員/非会員については、各セミナーのお申込時点の入会状況で決定いたします。 ●支払い期日までにお支払いください。期日を過ぎた場合は、申込キャンセルとなります。
	申込期間は研修会ごとに異なります。 詳細は、にっぽ保育セミナー開催要項をご覧ください。
	※本セミナーは、個人単位でのお申込、受講となります。 　施設単位でのお申込は受け付けておりません。なお、同園から複数人が受講する際は、お 　一人ずつのお申込が必要です。
	本セミナーでは、下記の修了要件を満たした方へ修了証を発行いたします。
	①事前課題の提出 ②ライブ研修への参加、または見逃し配信の視聴 ③事後課題の提出
	保育所・認定こども園において「副主任保育士」、「職務分野別リーダー」、「専門職リーダー」を担う保育者を対象としています。 なお、上記以外の保育者の皆さまもご受講いただけますが、研修内容等をお確かめの上、お申込ください。
	●ライブ配信：Zoom ●見逃し配信：Vimeo（録画）
	●にっぽ保育セミナーは、「施設型給付費等に係る処遇改善等加算（区分3）」に係る研修（幼稚園・認定こども園）の実施主体として、47都道府県より実施主体認定を受けております。 なお、本セミナーは、保育士等キャリアアップ研修ではございませんので、ご注意ください。
	●本セミナーは、インターネットを経由するオンラインでの開催となります。ご利用されるパソコン等の端末の設定や、インターネット回線は、必ず事前にご確認ください。
	●受講費お支払い後のキャンセルによるご返金は、承ることができませんのでご注意ください。なお、主催者の責に帰すべき事由により研修会の実施が不可能になった場合は、受講費を返金いたします。
	セミナー申込みに関する個人情報につきましては、次の利用目的の範囲内で利用させていただきます。 利用に際しましては、個人情報保護の重要性を十分認識し、細心の注意を払って適切な取り扱いをして参ります。以下の内容にご同意いただいたのちに申込み手続きを行ってください。また、日本保育協会は、本事業の業務上使用するセミナー受講者のお申込み情報や提出物等の個人情報について、日本保育協会が定める「個人情報保護規程」及び「個人情報保護実施要領」に基づき、本事業を遂行します。詳細は、日本保育協会ホームページの「プライバシーポリシー」をご参照ください。
	【個人情報の利用目的について】 申込みの際の個人情報（園名、氏名、住所、電話番号、E-mailアドレス等）につきましては、セミナー等の実施・運営（受講状況の確認、予定変更に際してのご連絡）、資料等の提供、セミナー等のご案内の送付、当協会へのお問い合わせ対応等のセミナー運営上の範囲内で利用します。


